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町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

２６

と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
行
政
全
般
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
長
選
挙
で
は
、
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
町
長
に
再
選
い
た
だ

き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の

月
、
こ
れ
ま
で
町
が
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん

１０

で
き
た
ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
へ
の
加
盟
が
決
ま
り
ま
し
た
。

連
合
へ
の
加
盟
審
査
で
高
い
評
価
を
受
け
た
「
な
ま
こ
壁
」
や

「
桜
葉
」、「
石
部
棚
田
」
等
、
町
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
を
長

年
守
り
、
育
て
、
価
値
を
高
め
る
た
め
に
知
恵
を
出
し
、
汗
を
流
し

て
日
々
活
動
す
る
町
民
の
皆
様
の
存
在
は
、
誠
に
頼
も
し
く
、
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。

本
年
も
、
こ
れ
ま
で
長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
た
町
の
豊
か
な

自
然
、
文
化
等
の
地
域
資
源
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
、
付
加
価
値
を

高
め
、
松
崎
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋

藤

文

彦

平
成

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
お
慶

２６

び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
防
火
防
災
へ
の
深
い
ご
理

解
と
、
消
防
団
に
対
す
る
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
中
を
顧
み
ま
す
と
、
町
内
に
お
い
て

は
大
き
な
火
災
、
災
害
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
に
見
ま
す
と
、
京
都
や
伊
豆
大

島
等
で
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
７
月
に
は
西
伊
豆
町
を
ゲ
リ
ラ
豪
雨

が
襲
い
、
そ
の
被
害
の
状
況
は
、
隣
町
の
私
た
ち
に

も
恐
怖
を
覚
え
さ
せ
ま
し
た
。

我
々
消
防
団
と
し
ま
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か

ら
町
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
と
い
う

消
防
使
命
の
遂
行
の
た
め
、
消
防
防
災
体
制
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
知
識
・
技
術
の
向
上
に
一
層
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
自
主
防
災
組

織
を
中
心
と
し
た
防
火
防
災
対
策
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
ご
多
幸
と
無
災
害
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

消
防
団
長

山

本

謹

吾

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
景
気
の
回
復

は
地
方
の
経
済
疲
弊
を
改
善
す
る
に
は
至
ら
ず
、
国

会
に
お
け
る
国
民
の
負
担
増
と
給
付
減
の
議
論
が
連

日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
不
安
の
多
い
世
相
の
中
、
町
政
に
お
い

て
、
打
つ
手
が
な
い
、
成
果
が
上
が
ら
な
い
で
は
、

町
は
沈
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。
民
間
の
活
力
を
取
り

戻
し
、
町
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、
行
政
に
風
穴
を
開

け
る
の
も
議
会
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
在
職
議
員
の
任
期
も
折
り
返
し
点

を
過
ぎ
後
半
に
入
り
ま
し
た
。
今
後
も
議
員
一
丸
と

な
っ
て
、
町
民
の
皆
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
信
託
と
期

待
に
添
う
べ
く
、
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
が
実
り
多
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
議
会
議
長

稲

葉

昭

宏



3

松松
崎
町
長
選

松
崎
町
長
選
挙挙

齋齋
藤
文
藤
文
彦彦
氏
が
当

氏
が
当
選選

任
期
満
了
（

月

日
）
に
伴
う
松
崎
町
長
選
挙
が

月

日
に
告
示
さ
れ
、
齋
藤
文
彦
氏
、
篠
原
健

１２

１３

１１

２６

一
氏
が
立
候
補
し
、
５
日
間
に
わ
た
る
激
し
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

月
１
日
に
町
内

箇
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
し
た
結
果
、
齋
藤
文
彦
氏
が
当
選
（
２
期
目
）

１２

１５

し
ま
し
た
。

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

－ 松 崎 町 長 選 挙 開 票 結 果 －

当選証書を受け取る齋藤氏

当選 齋 藤 文 彦（６５）

篠 原 健 一（６７）

２，８９０票

１，４３６票

当日有権者数 ６，３８２人

投 票 者 数 ４，４０６人

投 票 率 ６９．０４％

有 効 票 ４，３２６票

無 効 票 ８０票

－ 投 票 所 別 投 票 状 況 －

前回投票率（％）
〈平成１７年〉

投票率
（％）

棄権者数
（人）

投票者数
（人）

有権者数
（人）

投 票 所

８３．１９６９．８５３５４８２０１，１７４１．松 崎 小 学 校

７８．０２５８．２８４９６６９３１，１８９２．江 奈 ２ 区 公 民 館

８０．４３６７．７４１１０２３１３４１３．桜 田 公 民 館

８２．１６７３．０７１０１２７４３７５４．伏 倉 公 民 館

８２．３０６６．６０１６７３３３５００５．那 賀 公 民 館

８１．５５６７．９０１８２３８５５６７６．松崎幼稚園中川園

９５．５６８８．８９４３２３６７．門 野 公 民 館

８２．４５７４．５２４０１１７１５７８．池 代 活 性 会 館

８８．７９８６．４２１１７０８１９．小 杉 原 公 民 館

８０．５６７０．０６２０３４７５６７８１０．旧 岩 科 小 学 校

８５．０５７２．８７５１１３７１８８１１．八 木 山 公 民 館

８１．３７７０．８５９３２２６３１９１２．道 部 公 民 館

８５．２９８５．４１３４１９９２３３１３．岩 地 公 民 館

８５．３６７７．９９４６１６３２０９１４．石 部 公 民 館

８３．８９７４．９３８４２５１３３５１５．雲 見 公 民 館

８１．９７６９．０４１，９７６４，４０６６，３８２計
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県
内

市
町
、

チ
ー
ム
が
参
加
し
タ
ス
キ
を
つ

３５

３９

な
ぐ
、
第

回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

１４

が
、

月

日
に
静
岡
市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し

１１

３０

た
。松

崎
町
チ
ー
ム
は
、
６
月

日
に
決
起
大
会
を
開

２４

催
し
て
以
降
、
約
半
年
間
に
わ
た
り
チ
ー
ム
練
習
を

続
け
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

人
の
代
表
選

１１

手
全
員
が
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
た
結
果
、
町
の
部
第
６
位
で
ゴ
ー
ル
し
、
見
事

に
チ
ー
ム
目
標
の
町
の
部
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
伝
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
小
学
生
の

１,
５
０
０
㍍
走
で
も
、
男
女
各
１
人
の
選
手
が
、
駅

伝
選
手
に
引
け
を
と
ら
な
い
見
事
な
走
り
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
練
習
か
ら
大
会
当
日
ま
で
、

あ
た
た
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

写真協力：富士宮市、川根本町、藤枝市、小山町、御前崎市、吉田町、菊川市、

掛川市、牧之原市

チーム順位
（町の部）

区間順位
（町の部）

記 録距 離氏 名区 間

９位９位１５分１１秒３．９７４㎞山 地 玲 子ジュニアＡ（女子）第１区

８位４位６分１７秒１．８４８㎞佐 藤 真 拓小学生（男子）第２区

７位４位５分０４秒１．４６９㎞山 本 典 佳小学生（女子）第３区

８位１０位１４分０７秒３．５４９㎞山 本 佳 穂一般（女子）第４区

８位８位２１分３７秒６．４７８㎞天 野 潤ジュニアＡ（男子）第５区

７位６位１４分１４秒４．２８８㎞佐 藤 文 彦４０歳以上（男女不問）第６区

７位５位１１分３８秒３．５６４㎞大 場 康 平中学生（男子）第７区

６位５位１１分１２秒３．０２０㎞高 見 育 美中学生（女子）第８区

６位５位１６分３８秒４．６７０㎞平 野 文 珠ジュニアＢ（女子）第９区

６位８位１４分３４秒４．３１０㎞大 場 勇 作ジュニアＢ（男子）第１０区

６位３位１５分０９秒５．０２５㎞石 田 和 也一般（男子）第１１区

６位２時間２５分４１秒４２．１９５㎞総 合 記 録

大会当日、小学生を対象に草

薙総合運動場陸上競技場で

行われた１，５００ｍ走です。

順位（町の部）記 録氏 名区分種 目

５位５分１０秒４０大 場 洋 輔男子
小学生１，５００ｍ

１０位５分３７秒７９山 田 采 礼女子

松崎町チーム 大会記録

スタースタートトスタースタートト

表彰表彰式式表彰表彰式式

２２
年
ぶ
年
ぶ
りり
、、
２２
度
目
の
入

度
目
の
入
賞賞

町
の
町
の
部部
６６
位
で
位
でゴ

ー
ル
！

ゴ
ー
ル
！

小学生男小学生男子子１，５０１，５０００ｍｍ小学生男小学生男子子１，５０１，５０００ｍｍ

小学生女小学生女子子１，５０１，５０００ｍｍ小学生女小学生女子子１，５０１，５０００ｍｍ
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第

回
松
崎
町
史
跡
め
ぐ
り
駅

３０

伝
大
会
が
、

月
８
日
に
松
崎
港

１２

を
ス
タ
ー
ト
、松
崎
小
学
校
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
５
区
間
、
９
・

㌔
の

７７

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、小
学
生
８
チ
ー
ム
、

中
学
生

チ
ー
ム
、高
校
生
３
チ
ー

３４

ム
の
計

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

４５

た
。大

会
当
日
は
、晴
天
に
恵
ま
れ
、

選
手
た
ち
は
重
文
岩
科
学
校
、
沢

谷
城
跡
等
、
町
の
歴
史
に
か
か
わ

る
地
点
を
中
継
し
、
懸
命
に
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
は
十
数
年
ぶ
り

に
松
崎
高
校
陸
上
部
の
短
距
離
等

の
生
徒
が
参
加
し
、
全
力
の
走
り

で
第

回
の
記
念
大
会
を
盛
り
上

３０

げ
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
お
よ
び

区
間
賞
は
、次
の
と
お
り
と
な
り
、

区
間
新
記
録
３
人
、
区
間
記
録
タ

イ
１
人
の
好
成
績
を
残
す
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

≪中学生男子≫

松中男子バスケ部Ａ ３４分０６秒

≪小学生女子≫

はらペコけろりんちょ ３９分１０秒

≪小学生男子≫

ウルトラチンパンジー ３７分４７秒

区 間 賞
記録学年チ ー ム 名氏 名部 門区間

７分４４秒６年ウルトラチンパンジー大 場 洋 輔男子
小学生

第１区

（２，１００ｍ）

８分１０秒５年はらペコけろりんちょ山 田 采 礼女子

７分０２秒１年松中陸上部男子Ａ竹 内 和 樹男子
中学生

７分２０秒３年松中陸上部女子Ａ高 見 育 美女子

７分３５秒２年松高スプリンター土 屋 魁 生男子高校生

６分２１秒６年ウルトラチンパンジー佐 藤 真 拓男子
小学生

第２区

（１，７５０ｍ）

７分１６秒５年はらペコけろりんちょ矢 野 瑞 葵女子

６分２２秒２年松中陸上部男子Ａ船 津 慧 悟男子
中学生

７分０３秒３年松中女子テニス部Ａ佐 藤 星 来女子

６分３１秒２年松高スプリンター斉 藤 瑶 平男子高校生

８分２２秒５年ストロングチーターズ磯 井 来 夢男子
小学生

第３区

（２，０７０ｍ）

７分５０秒６年はらペコけろりんちょ山 本 典 佳女子

７分０８秒１年松中陸上部男子Ａ鈴 木 亜 都男子
中学生

７分４１秒２年松中陸上部女子Ａ佐 野 春 奈女子

７分２９秒２年松高スプリンター山 本 涼 太男子高校生

７分２０秒６年松崎ＪＳＣ鈴 木 龍 斗男子
小学生

第４区

（１，８５０ｍ）

７分４４秒６年はらペコけろりんちょ石 田 杏 果女子

６分１７秒３年松中男子バレー部Ｄ石 田 敦 也男子
中学生

７分２９秒３年松中女子テニス部Ａ藤 池 真 央女子

６分２９秒２年松高スプリンター竹 内 徹男子高校生

７分３２秒６年松崎ＪＳＣ松 本 照 瑛男子
小学生

第５区

（２，０００ｍ）

８分１０秒５年はらペコけろりんちょ野木沼 丘 沙女子

６分０９秒３年松中野球部大 場 康 平男子
中学生

７分４５秒１年松中陸上部女子Ａ土 屋 あいか女子

７分２３秒１年松高ジャンパー一 瀬 大 造男子高校生

※ は区間新記録、 は区間記録タイ

≪中学生女子≫

松中陸上部女子Ａ ３８分２１秒

≪高校生男子≫

松高スプリンター ３５分３４秒
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禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

－

俳

句－

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

高

橋

信

夫

佐

伯

重

雄

稲

葉

菊

恵

依
田
ふ
じ
枝

土
屋
規
矩
子

夏

目

和

子

吉
岡
う
た
子

斎
藤
み
つ
子

鈴
木
す
み
江

清

水

高

子

松
田
美
智
子

大
根
と
り
一
腰
い
れ
て
引
き
ぬ
け
り

山
畑
や
懸
け
大
根
の
段
々
に

か

踊
る
女
教
師
の
天
晴
秋
祭

あ
っ
ぱ
れ

御
代
り
の
数
を
忘
る
る
薯
蕷
汁

と
ろ
ろ
じ
る

大
根
干
し
夜
空
に
白
き
足
並
ぶ

大
根
の
し
な
り
加
減
や
漬
け
頃
に

小
春
日
に
う
つ
ら
う
つ
ら
と
釣
り
小
舟

笑
ひ
呼
ぶ
奇
形
大
根
掘
り
上
げ
て

一
息
に
大
根
引
く
や
音
ひ
と
つ

過
去
未
来
つ
な
ぐ
一
生
石
蕗
の
花

竹
林
の
小
径
に
の
ぞ
く
初
紅
葉

母
の
忌
を
祈
り
柚
子
湯
に
ひ
た
り
け
り

円
卓
を
囲
む
夕

や
い
か
大
根

日
没
の
海
へ
と
傾
ぐ
枯
す
す
き

今
朝
こ
そ
は
火
鉢
始
め
と
決
め
に
け
り

遠
富
士
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
懸
け
大
根

松松松

崎崎

文文

芸芸

○鄭 守 様（京都府在住）

○土屋秀一郎 様（下田市在住）

○森田きよ子 様（東京都在住）

○久保田廣近 様（松崎町在住）

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

ふるさと納税へのご協力
ありがとうございました

日本赤十字社県支部から
災害救護用自動車寄贈

日本赤十字社県支部から、日本

赤十字社松崎町分区へ、災害救護

用自動車１台が寄贈されました。

日
本
に
住
ん
で
い
る

歳
か
ら

２０

歳
未
満
の
全
て
の
人
は
、
国
民

６０年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

表
の
と
お
り
３
種
類
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

納 付 方 法加 入 者種 類

本人が保険料を納めます。（納付
書、口座振替、クレジットカード
納付 等）

日本に住んでいる２０歳以
上６０歳未満の学生、フリー
ター、自営業、無職等の方

第１号被保険者

保険料は勤務先で給料から引かれ
ます。（本人が保険料を納める必
要はありません。）

厚生年金や共済組合に加
入している会社員、公務
員の方

第２号被保険者

保険料は配偶者の加入している年
金制度が負担します。（本人が保
険料を納める必要はありません。）

第２号被保険者に扶養さ
れている配偶者で２０歳以
上６０歳未満の方

第３号被保険者

国
民
年
金
の

免
除
・
猶
予
制
度

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
免
除
・
猶
予
制
度
の
申
請
を

お
勧
め
し
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
制
度

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
学
生
で
、
本
人
の

前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の

方
が
申
請
で
き
る
制
度
で
す
。

☆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

歳
未
満
の
方
で
、
所
得
が
少

３０
な
い
等
の
理
由
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
時
に
利
用
で
き
る
制
度

で
す
。

※
本
人
等
の
所
得
に
よ
り
審
査
さ

れ
ま
す
。

☆
保
険
料
免
除
制
度

所
得
に
応
じ
て
全
額
免
除
、
４

分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分

の
１
免
除
の
４
段
階
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

※
免
除
・
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、
将
来
の
受
給
額
が
満
額

に
は
な
ら
な
い
た
め
、
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
ご
質
問
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

歳
か
ら
は

２０
国
民
年
金
！

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

齋
藤

み
さ
さ
ん
（
岩
地
）

さ
い

と
う（

大
正
２
年

月
５
日
生
）

１１

１
０
０
歳
の
お
祝
い

月
５
日
、
齋
藤
町
長
は
、
齋

１１
藤
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
お
祝

い
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

齋
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
た
齋
藤
さ
ん
は
、「
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
笑

顔
で
答
え
ま
し
た
。

１００歳のお祝いを受ける齋藤さん
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２
期
目
の
町
政
運
営
へ
向
け
て

月
１
日
に
執
行
さ
れ
た
町

１２
長
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
皆

様
か
ら
多
大
な
る
信
任
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
町
政
の
舵
取

り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
責

任
の
大
き
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
ま
す
。

選
挙
期
間
中
、
私
は
、
町
民

の
皆
様
と
直
接
向
き
合
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を

賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
決
意

を
新
た
に
２
期
目
の
町
政
運

営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。選

挙
翌
日
に
行
わ
れ
た
当

選
証
書
付
与
式
で
は
、
選
挙

管
理
委
員
長
か
ら
「
縦
横
無

尽
な
パ
ド
ル
さ
ば
き
で
、
町

民
の
た
め
に
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励
を
受
け

ま
し
た
。

皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
、

私
の
趣
味
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

で
す
。
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
魅

力
は
、
小
さ
な
船
体
で
、
自

分
以
外
の
動
力
を
必
要
と
せ
ず
、

エ
ン
ジ
ン
付
き
の
船
で
は
行
く

こ
と
の
で
き
な
い
浅
瀬
や
小
さ

な
洞
窟
の
中
等
、
自
分
が
望
む

場
所
へ
少
な
い
腕
力
と
パ
ド
ル

１
本
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
の
２
期
目
の
町
政
運
営
も

松
崎
町
と
い
う
県
内
で
最
も
小

さ
い
船
体
を
、
お
金
と
い
う
腕

力
を
あ
ま
り
か
け
ず
、
町
民
の

皆
様
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
き
め
細
か
に
動
き

回
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支

援
と
い
う
追
い
風
を
背
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
操
縦
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

現
在
、
松
崎
町
は
、
疲
弊

す
る
地
域
経
済
、
少
子
高
齢

化
や
過
疎
化
、
防
災
対
策
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
し
、
後
世
へ
輝
か
し

い
地
域
の
宝
を
残
せ
る
よ
う
、

今
後
の
町
政
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～

町長室からこんにちは ◯４９

１２/６

第３回自然薯品評会

自然薯の栽培技術や品質の向上等を目的に、
第３回自然薯品評会が開催されました。出品さ
れた３２点を審査し、金賞には鈴木公康さん（吉
田）が選ばれました。

１１/１９

生涯学習ソフトボール秋季大会

総合グラウンドでは、町内１１チームが参加し
た生涯学習ソフトボール秋季大会の決勝戦が行
われました。トーナメント戦を勝ち抜いて、船
田地区が優勝しました。

１２/８

松崎中学校「夢ロマンカレンダー」を配布

松崎中学校生徒会が中心となって、毎年製作し
ている「夢ロマンカレンダー」が完成しました。
生徒たちはグループに分かれ、一人暮らしのお年
寄りや高齢者世帯を訪ね、手渡しで配りました。

１１/２４

地域防災訓練

町内の各自主防災会で、地域防災訓練が実施
されました。金沢地区では、地域の皆様が参加
し、消火器や消火栓による初期消火訓練が行わ
れました。
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，４５０人（－１２人）

男 ３，５３３人（－６人）

女 ３，９１７人（－６人）

世帯数 ３，０６１戸（－１戸）

転 入 ９人 転 出 １５人

出 生 ３人 死 亡 ９人

（平成２５年１１月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （±０）

物損事故 １４件 （＋７）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ２人 （±０）

二
〇
一
四
年
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

九

六

号

平成２５年１１月発生分

（ ）内は前年同月比

～～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～

近
年
、
未
成
年
者
が
自
ら
所
持
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

無
断
で
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
ゲ
ー

ム
内
通
貨
等
を
購
入
し
た
と
い
う
事
案
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
要
因
と
し

て
は
、①
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
無
料
で
も
、

有
料
で
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
取
得
し
た
方
が
有
利
に

ゲ
ー
ム
を
進
め
ら
れ
る
仕
組
み
等
で
あ
る
場
合
が

少
な
く
な
い
こ
と
、
②
レ
ア
ア
イ
テ
ム
の
取
得
は

抽
選
・
く
じ
引
き
等
射
幸
心
を
煽
る
仕
組
み
で
あ

る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
の
み
で
可
能
で
あ
る
場
合
も
少
な
く

な
い
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

未
成
年
者
の
利
用
で
あ
れ
ば
、
未
成
年
者
取
消

し
に
よ
っ
て
ゲ
ー
ム
内
通
貨
等
の
購
入
契
約
を
取

り
消
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
近
年
は
ア
プ

リ
提
供
事
業
者
も
未
成
年
者
の
高
額
利
用
を
予
防

す
る
た
め
の
措
置
を
取
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
、

仮
に
未
成
年
者
が
成
人
で
あ
る
と
偽
っ
て
購
入
し

た
場
合
は
、
取
り
消
し
が

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
民
法

条
）。

２１

便
利
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
す
が
、
未
成
年
者
に
所

持
さ
せ
る
場
合
は
こ
う
し

た
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
こ
と

に
も
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
未
成
年
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
」

町 の 交 通 事 故
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ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！
悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
午
年
な
の
で
、
十
勝
の

開
拓
と
馬
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お

話
を
し
ま
す
。

明
治

年
十
勝
・
帯
広
の
開
拓

１６

当
時
、
依
田
勉
三
翁
が
率
い
る
晩

成
社
は
小
さ
な
農
具
を
使
っ
て
、

人
力
で
耕
地
を
開
墾
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
十
勝
平
野
に
は
森
林

が
広
が
り
、
木
を
切
り
倒
し
て
抜

根
し
、
搬
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
通
称
「
ど
さ
ん

こ
（
道
産
子
）
」
と
呼
ば
れ
る
北

海
道
和
種
馬
等
の
在
来
馬
が
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。
耕
地
面
積
が
増

え
る
こ
と
や
プ
ラ
ウ
の
発
達
に
よ
っ

て
、
力
強
い
大
き
な
馬
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
明
治
末
期
に
、「
イ

レ
ネ
ー
号
」
が
、
大
き
く
そ
し
て

力
強
い
子
孫
を
多
く
残
し
、
そ
の

功
績
は
今
で
も
称
え
ら
れ
、
帯
広

競
馬
場
内
に
銅
像
と
な
っ
て
い
ま

す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
軍
馬

と
し
て
の
需
要
が
全
く
な
く
な
っ

た
こ
と
や
、
農
業
の
機
械
化
が
進

行
し
た
こ
と
で
、
馬
の
生
産
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和

年
２０

代
中
盤
か
ら
ば
ん
え
い
競
馬
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
再
び
注
目

を
浴
び
始
め
ま
し
た
。

開
拓
当
時
、
２
頭
の
ど
さ
ん
こ

が
一
本
の
大
き
な
丸
太
の
両
端
を

引
っ
張
り
合
っ
て
、
力
を
競
っ
た

も
の
が
ば
ん
え
い
競
馬
の
起
源
で

す
。
現
在
の
そ
り
に
荷
重
を
か
け

て
引
か
せ
る
方
法
は
農
耕
馬
の
祭

典
と
し
て
始
ま
り
、
明
治
の
終
わ

り
頃
か
ら
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
市
営
競
馬
組

合
等
に
よ
る
開
催
を
経
て
、
平
成

年
度
か
ら
帯
広
市
単
独
開
催
と

１９な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

世
界
で
唯
一
の
ば
ん
え
い
競
馬

と
一
緒
に
、
松
崎
町
の
皆
様
が
夢

と
希
望
に
向
か
っ
て
駆
け
上
が
る

年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

早朝のトレーニング風景

保護者性別名 前地 区

野々上 智男大 輝
だい き

江奈２

山 崎 成 歩女惺 來
せい ら

伏 倉

仲 村 直 樹女夏 那
なつ な

大 澤

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

康 男８３田 所 光 男江奈２

進９３藤 池 久 雄南 区

昭 二６７宮内さだ子道 部

貞 治７５斎 藤 金 次指 川

貞 子８７山 田 六 男伏 倉

つ ゆ 子８５椿 覺太郎櫻 田

応 生４９福 本 澄 江江奈２

好 起７７佐 藤 忠 百峰

おくやみ申し上げます（死亡）

帯
広
市
か
ら

「「
今
年
は
午
年

「
今
年
は
午
年
、、

ば
ん
馬
の
年

ば
ん
馬
の
年
」」

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１１１１月届出分月届出分））


